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謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
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 前回の仙台大会では、会場が市中に散在し、会場間をシャトルバスで連絡し
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み、年会の全てのプログラムが、徒歩で移動できる範囲内におさまるコンパクトな運営が可能とな

りました。そのため、今回の年会に参加される方は、仙台の復興および発展を強く感じるとともに

充実した学術交流ができるものと期待しております。

 

 近年の薬学分野では、教育課程の変更や医薬品開発の環境の変化に様々な対応が求められ

ています。一方で、薬学や医療の分野は我が国の将来の産業の核のひとつと位置づけられてい
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 年会の運営について可能な限り経費節減に努めます。しかしながら参加費のみで充実した年会

を開催できない現状にあります。つきましては、本年会の趣旨にご賛同いただき、ランチョンセミナ

ー開催について格別のご配慮をお願い申し上げます。
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1. 開催概要 

(1) 学会の名称： 日本薬学会第 137 年会 

(2) 主催： 公益社団法人日本薬学会 

     会頭 太田 茂（広島大学大学院医歯薬保健学研究科・教授） 

日本薬学会第 137 年会組織委員会 

   組織委員長 遠藤 泰之（東北医科薬科大学薬学部・教授） 

協力： 日本薬科機器協会 

(3) 会期： 2017 年 3 月 24 日（金）、25 日（土）、26 日（日）、27 日（月） 

(4) 会場： 仙台国際センター（会議棟・展示棟）、東北大学川内地区、仙台市民会館 

 

(5) 開催計画の概要 

 

① テーマ： 「復興と発展、薬学の未来へ」 

     The Future of Pharmaceutical Sciences: Reconstruction and Evolution 

 

② 日程表（予定）  

       

年 月 日 午 前 午 後 夜 

2017年 

3月24日(金) 
理事会 通常総会・授賞式 レセプション 

3月25日(土) 

会頭講演・特別講演 

受賞講演・シンポジウ

ム・一般口頭発表 

ポスター発表・機器展示 

ランチョンセミナー・特

別講演・受賞講演・シン

ポジウム・一般口頭発表 

ポスター発表・機器展示 

 

3月26日(日) 

会頭講演・特別講演 

受賞講演・シンポジウ

ム・一般口頭発表 

ポスター発表・機器展示 

ランチョンセミナー・ 

特別講演会・受賞講演・

シンポジウム・一般口頭

発表・ポスター発表・ 

機器展示・国際メディシ

ナルシンポジウム・ 

市民講演会（市民会館） 

懇親会 

3月27日(月) 

会頭講演・特別講演 

受賞講演・シンポジウ

ム・一般口頭発表 

ポスター発表・機器展示 

ランチョンセミナー・特

別講演・受賞講演・シン

ポジウム・一般口頭発表 

ポスター発表・機器展示 
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③ 参加予定国： アメリカ合衆国、イギリス、スイス、台湾、日本他 

 

④ 参加予定人数： 国内外 7,000～8,000 人 

 

 

２． ランチョンセミナー募集要項 

(1) 募集内容 

 

 
※席数（予定）はシアター形式、セミナー枠は先着順にて承ります。 

 

(2) 共催費に含むもの 

下記は共催費用に含み、事務局にて手配をいたします。 

① セミナー会場使用料 

② 控室使用料 

③ 音響設備費: マイクは座長用、講演者用、質疑応答用を予定しております。      

④ 映像機材費: 液晶プロジェクター１式、発表用 PC１台（Windows 7 Office 2007/2010/2013）、 

スクリーン１張、レーザーポインター1 本、卓上ライト 1 個。  

基本機材以外の機材・備品をご使用の場合は、別途運営事務局へご相談下さい。 

⑤ 付帯設備費： 椅子・机・ステージ・照明など 

 

(3) 共催費に含まないもの 

下記費用は共催費用には含まれず、各社でご負担となります。 

① 参加者昼食費 

日程 セミナー 時間（予定） 共催金（税込） 席数（予定） 募集数

￥800,000- 450席 1

￥700,000- 350席 1

￥600,000- 200席 1

￥450,000- 140席 3

￥350,000- 100席 1

￥800,000- 450席 1

￥700,000- 350席 1

￥600,000- 200席 1

￥450,000- 140席 3

￥350,000- 100席 1

￥800,000- 450席 1

￥700,000- 350席 1

￥600,000- 200席 1

￥450,000- 140席 3

￥350,000- 100席 1

3月27日（月） ランチョンセミナー 12:00～13:00

3月25日（土） ランチョンセミナー 12:00～13:00

3月26日（日） ランチョンセミナー 12:00～13:00
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② 講演者・座長の謝礼、交通費、宿泊費 

③ 控室内での飲食費・機材費 

④ 追加機材・看板装飾・当日運営要員 

⑤ 案内パンフレット等の印刷制作物 

 

(4) 会場 

具体的な会場につきましては、主催者にて決定の上、後日通知いたします。 

 

(5) 申し込み 

申込書に必要事項をご記入の上、メールもしくは FAX にてお申し込み下さい。 

申込書受領後、運営事務局より請求書を送付いたします。請求書に記載の期日までに指定の口座に

お振り込み下さい。 

申込期間：  2016 年 7 月 1 日（金）～2016 年 10 月 31 日（月） 

  ※予定数に達し次第、繰り上げて受付を終了する場合があります。 

 

(6) プログラム編成：  

ご予定のテーマ、講演者、座長について、申込書へご記入の上お送り下さい。本年会組織委員会と貴

社との合意との上、決定することといたします。 

決定後、講演依頼状等は各社にてご手配下さいますよう、お願いいたします。 

 

(7) その他 

お申込み頂いた企業様には、1 枠につき、参加証（2 名分）と要旨集（DVD）2 枚を贈呈します。 

また、懇親会に招待（3 名）させていただきます。 

その他詳細につきましては、お申込み後、後日ご案内いたします。 

 

(8) 事務局 

日本薬学会第 137 年会組織委員会  

総務担当：関 政幸 

〒981-8558 宮城県仙台市青葉区小松島 4-4-1 

東北医科薬科大学薬学部生化学教室 

TEL： 022-727-0213  FAX： 022-275-2013（代表） 

E-mail： seki@tohoku-mpu.ac.jp 

 

(9) 運営事務局（申し込みおよび問い合わせ先） 

日本薬学会第 137 年会運営事務局 

〒105-8335 東京都港区芝 3-23-1 セレスティン芝三井ビル 

（株）JTB コミュニケーションデザイン内  

担当：古川（コガワ） 

TEL： 03-5657-0777   FAX： 03-3452-8550 

E-mail： pharm137@jtbcom.co.jp 


